
旧
幕
時
代
か
ら
大
分
郡
に
お
い
て
惟
福
寺
は
か
な
り
名
を
知
ら
れ
た
禅
寺
で

あ
っ
た
。
そ
の
沿
革
を
辿
る
に
際
し
ま
ず
江
戸
時
代
に
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て

い
た
か
を
み
て
み
よ
う
。

（
豊
後
国
志
）

豊
後
国
志
は
岡
藩
の
医
臣
、
唐
橋
世
済
が
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
着
手

し
、
享
保
三
年
（
一
八
○
三
）
十
一
月
に
完
成
し
た
地
誌
で
あ
る
が
、
各
地
の

惟
福
寺
の
沿
革
に
つ
い
て

佐
藤
末
喜

（
府
内
）
、
来
迎
寺
（
府
内
）
、
常
妙
寺
（
府
内
）
、
本
光
寺
（
府
内
）
、
善
巧
寺

（
府
内
）
、
報
恩
寺
（
府
内
）
、
浄
流
寺
（
府
内
）
、
明
王
院
（
府
内
）
、
神
宮
寺

（
勢
家
）
、
法
専
寺
（
勢
家
）
、
威
徳
寺
（
勢
家
）
、
本
願
寺
（
勢
家
）
、
西
応
寺

（
勢
家
）
、
龍
祥
院
（
勢
家
）
、
光
明
寺
（
駄
原
）
、
天
神
院
（
駄
原
）
、
浄
土
寺

（
生
石
）
、
霊
雲
寺
（
生
石
）
、
龍
雲
寺
（
白
木
）
、
海
福
寺
（
田
浦
）
、
石
上
寺

（
内
成
）
、
金
剛
宝
戒
寺
（
律
院
）
、
園
寿
寺
（
律
院
）
、
瑞
光
寺
（
六
坊
）
、
岩

屋
寺
（
六
坊
）
、
善
応
寺
（
六
坊
）
、
金
光
明
寺
（
国
分
）
、
園
成
寺
（
賀
来
）
、

惟
福
寺
（
高
崎
）
、
龍
祥
寺
（
向
原
）
、
極
楽
寺
（
平
横
瀬
）
、
大
応
寺
（
小
原
）
、

永
慶
寺
（
大
龍
）
、
浄
水
寺
（
直
野
内
山
）
、
霊
山
寺
（
秋
岡
）
、
大
泉
寺
（
横

瀬
）
、
西
光
寺
（
下
郡
）
、
専
想
寺
（
森
町
）
、
龍
興
寺
（
鶴
崎
）
、
東
厳
寺
（
鶴

崎
）
、
法
心
寺
（
鶴
崎
）
、
大
音
寺
（
鶴
崎
）
、
福
昌
寺
（
鶴
崎
）
、
海
潮
寺
（
三

佐
）
、
尋
声
寺
（
三
佐
）
、
園
光
寺
（
三
佐
）
、
安
養
寺
（
海
原
）
、
正
等
院
（
海

原
）
、
永
安
寺
（
乙
津
）
、
長
久
寺
（
萩
原
）
、
妙
観
寺
（
牧
）
、
吉
祥
寺
（
向

原
）
、
能
仁
寺
（
徳
丸
）
、
長
興
寺
（
松
岡
）
、
成
大
寺
（
利
光
）
、
で
あ
る
。

一
覧
し
て
分
か
る
と
お
り
い
ず
れ
も
由
緒
あ
る
名
刺
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
れ
ら

に
伍
し
て
惟
福
寺
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

惟
福
寺
に
つ
い
て
の
豊
後
国
志
の
記
事
は

「
在
賀
来
郷
高
崎
。
宮
苑
二
村
之
間
。
此
地
旧
道
寧
寺
廃
吐
。
惟
福
在
其
東
北

半
里
許
。
大
友
氏
臣
高
崎
宗
博
。
及
宗
久
者
。
並
崇
敬
禅
法
。
於
私
邑
営
寺
。

名
所
旧
跡
、
神
社
仏
閣
も
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

同
誌
巻
之
四
に
は
府
内
を
中
心
に
し
た
大
分
郡
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

に
列
挙
さ
れ
た
悌
寺
は
、

蒋
山
菖
寿
寺
（
府
内
）
、
大
智
寺
（
府
内
）
、
大
雄
寺
（
府
内
）
、
浄
安
寺

1５

は
じ
め
に

豊
後
史
蹟
考
と
い
う
歴
史
書
が
あ
る
。
佐
藤
蔵
太
郎
氏
が
明
治
三
十
七
年
に

出
版
し
た
も
の
で
豊
後
の
各
郷
ご
と
に
、
村
名
や
史
蹟
、
神
社
、
仏
閣
を
記
述

し
て
い
る
。

同
書
賀
来
郷
の
項
に
は
「
由
原
、
金
谷
迫
、
宮
苑
、
高
崎
、
山
口
、
七
曾
子
、

来
鉢
、
赤
野
、
古
原
、
三
船
、
野
田
、
東
院
、
賀
来
、
国
分
、
平
横
瀬
、
中
尾
、

下
市
、
上
市
、
鶴
田
、
黒
野
、
北
方
、
向
原
、
中
、
鬼
瀬
、
池
上
、
柏
野
、
海

老
毛
、
東
行
、
中
畠
、
平
床
、
田
代
、
朴
木
、
時
松
、
埴
坪
の
三
十
四
村
は
、

旧
賀
来
郷
に
属
し
た
り
、
郷
は
郡
の
西
北
に
在
り
、
本
郷
に
は
高
崎
山
高
崎
村

由
原
山
由
原
村
国
分
寺
国
分
村
惟
福
寺
高
崎
村
龍
祥
寺
向
原
村
極
楽

寺
平
横
瀬
村
園
成
寺
賀
来
村
善
神
王
社
同
上
挟
間
古
駅
市
村
等
あ
り
」

と
あ
り
、
特
記
さ
れ
る
べ
き
寺
院
と
し
て
惟
福
寺
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。



関
連
す
る
永
慶
寺
の
項
に
は

「
在
阿
南
郷
大
龍
村
、
（
中
略
）
正
保
初
。
済
宗
高
崎
惟
福
禅
寺
析
室
悦
公
来

興
其
廃
。
」
と
あ
っ
て
、
永
慶
寺
の
再
興
に
和
尚
が
関
わ
っ
た
こ
と
及
び
惟
福

寺
が
臨
済
宗
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
錐
城
雑
誌
）

同
じ
く
江
戸
期
の
記
録
で
あ
る
唯
城
雑
誌
の
記
事
を
み
て
み
よ
う
。

吉
祥
山
惟
福
寺
高
崎
村

本
尊
釈
迦
。
脇
立
。
久
珠
普
現
日
羅
作
。

境
内
観
音
堂
。
日
羅
作
。

「
禅
宗
ニ
シ
テ
、
其
初
ハ
当
寺
之
東
北
半
里
許
ニ
ァ
リ
テ
、
天
文
年
中
、
大
友

氏
ノ
世
臣
高
崎
宗
全
、
宗
久
禅
法
ヲ
崇
敬
シ
テ
、
其
菜
邑
一
一
叫
創
ス
ル
処
也
。

開
基
不
詳
、
寛
永
ノ
初
メ
、
雲
峰
真
禅
師
、
此
地
二
転
移
ス
ト
云
々
・
蓋
シ
往

昔
ハ
道
寧
寺
ト
云
、
廃
寺
ノ
跡
ニ
シ
テ
、
其
何
宗
ナ
ル
事
ヲ
博
ヘ
ズ
・
」

大
意
は
国
志
に
殆
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
天
文
年
中
（
一
五
三
二
～
一
五
五
七
）

と
開
基
の
年
代
を
明
記
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
高
崎
宗
博
が
宗
全
と
な
っ
て
い

る
が
、
高
崎
氏
が
自
ら
の
領
地
内
に
創
立
し
た
と
い
う
。

（
惟
福
寺
旧
祉
）

両
誌
に
共
通
す
る
「
東
北
半
里
許
ニ
ア
リ
テ
」
を
も
と
に
そ
の
位
置
を
検
証

し
て
み
よ
う
。
方
向
的
に
は
現
在
地
と
作
原
神
宮
を
結
ぶ
線
上
の
ど
こ
か
と
想

定
さ
れ
る
が
問
題
は
距
離
で
あ
る
。
筆
者
の
推
定
で
は
両
誌
の
記
事
は
「
吉
祥

山
中
興
記
」
を
原
本
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
同
中
興
記
に
よ
る
距
離

表
示
を
み
て
み
よ
う
。
里
程
表
示
は
「
旧
惟
福
之
境
者
在
居
之
東
北
半
里
許
」

と
「
今
惟
福
之
境
在
府
之
坤
隅
相
距
十
有
余
里
」
の
二
箇
所
あ
る
が
、
江
戸
期

の
一
里
は
五
三
○
メ
ー
ト
ル
、
一
町
は
約
一
○
九
メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
て
い
た
の

で
、
半
里
許
と
は
お
お
よ
そ
二
七
○
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
旧
祉
と
比
定
さ
れ
て

い
る
「
ド
ー
ノ
」
は
ま
さ
に
適
合
す
る
。
さ
ら
に
「
吉
祥
山
中
興
記
」
に
は
そ

の
地
（
蕨
地
）
に
つ
い
て
「
蕨
地
高
峻
而
林
口
尤
美
」
の
説
明
が
あ
る
が
、
そ

の
地
は
高
台
で
峻
し
い
林
で
あ
り
景
色
の
良
い
所
と
の
意
で
あ
る
。
□
の
字
が

残
念
な
が
ら
欠
け
て
い
る
が
大
意
は
そ
ん
な
所
で
あ
ろ
う
。
惟
福
寺
の
前
住
職

西
山
庸
雄
氏
は
そ
の
地
を
通
称
「
ド
ー
ノ
」
（
高
崎
自
治
区
の
共
同
墓
地
）
と

し
、
昭
和
六
十
一
年
同
所
に
「
惟
福
寺
旧
跡
」
の
石
碑
を
建
立
さ
れ
た
。

高
崎
の
歴
史
に
詳
し
い
佐
藤
嘉
六
氏
（
挟
間
町
高
崎
在
住
）
も
「
ド
ー
ノ
」

説
を
採
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
同
氏
は
と
く
に
造
詣
の
深
い
「
石
造
物
」
の
面
か

ら
考
証
さ
れ

1６

名
惟
福
。
不
知
其
開
祖
。
寛
永
之
初
。
雲
峯
真
禅
師
。
移
寺
於
道
寧
旧
杜
。
興

其
廃
。
因
為
中
興
。
尋
析
室
悦
禅
師
。
重
修
営
馬
。
正
保
中
。
悦
公
又
興
阿
南

大
龍
永
慶
之
廃
。
」
と
あ
る
。

大
意
は
「
賀
来
郷
の
高
崎
、
宮
苑
の
間
に
あ
り
、
こ
の
地
は
旧
道
寧
寺
の
跡

地
で
あ
る
。
惟
福
寺
は
こ
こ
よ
り
東
北
半
里
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
大
友
氏
の

家
臣
高
崎
宗
博
、
宗
久
は
深
く
禅
宗
を
崇
敬
し
て
私
費
で
寺
を
建
て
惟
福
寺
と

名
付
け
た
。
開
祖
は
分
か
ら
な
い
が
寛
永
の
初
め
（
一
六
二
五
～
三
○
年
頃
）
、

雲
峯
和
尚
が
廃
寺
に
な
っ
て
い
た
の
を
道
寧
寺
の
跡
地
に
移
し
て
再
興
し
た
。

よ
っ
て
雲
峯
和
尚
を
中
興
の
祖
と
す
る
。
次
い
で
析
室
悦
和
尚
が
重
ね
て
修
復

し
た
。
同
和
尚
は
又
正
保
年
間
（
一
六
四
四
～
一
六
四
七
）
に
阿
南
郷
大
龍
村

の
永
慶
寺
が
廃
寺
に
な
っ
て
い
た
の
を
再
興
し
た
。
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る

』
フ
。



③②①

「
ド
ー
ノ
」
へ
の
石
堂
川
に
架
か
る
石
橋

「
ド
ー
ノ
」
へ
登
る
三
十
一
一
一
個
の
石
段

登
り
口
に
あ
る
二
つ
の
石
垣

ロ
は
「
太
城
」
で
現
在
デ
ン
ケ
ン
（
株
）
の
工
場
が
あ
る
一
帯
で
こ
こ
に
城
と

城
主
の
屋
敷
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
小
字
名
の
ヤ
シ
キ
の
山
は
文
字
通
り
屋

敷
跡
で
あ
ろ
う
。
太
城
の
あ
っ
た
場
所
か
ら
賀
来
・
宮
苑
方
向
に
直
線
的
に
存

在
す
る
「
水
ケ
」
と
い
う
地
名
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
見
附
」
で
あ
り
城
を
守

る
役
目
を
持
つ
。
ま
た
今
は
「
石
堂
池
」
と
な
っ
て
い
る
地
域
は
「
ゆ
う
じ
や

く
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
ゆ
う
じ
ゃ
く
Ⅱ
用
作
は
領
主
の
直
営
地
を
言
う
が
、

こ
れ
も
高
崎
城
に
関
係
す
る
地
名
で
あ
る
。

久
珠
普
現
菩
薩
像
や
観
音
像
は
日
羅
作
と
の
記
事
が
あ
る
が
、
日
本
書
紀
に

実
在
す
る
日
羅
と
は
年
代
的
に
も
整
合
性
が
な
い
。
筆
者
は
熊
本
、
葦
北
地
方

の
石
工
集
団
が
大
野
川
流
域
か
ら
府
内
付
近
ま
で
活
動
し
磨
崖
傍
や
仏
像
等
を

残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
羅
信
仰
を
持
つ
彼
ら
グ
ル
ー
プ
が
日
羅
と
称
し
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
上
古
実
在
し
た
日
羅
は
葦
北
出
身
で
百
済
に

派
遣
さ
れ
高
官
に
上
っ
た
人
で
あ
る
が
僧
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
別
稿
「
歴
史
資
料
・
石
城
川
村
」
に
詳
述
し
た
。
ま
た
日
羅
上
人
と
し
て

大
神
氏
族
・
阿
南
氏
客
僧
な
ど
と
説
く
向
き
も
あ
る
が
史
実
性
に
乏
し
い
。

惟
城
雑
誌
は
府
内
藩
領
全
体
に
わ
た
る
地
誌
で
、
天
保
年
間
（
一
八
三
○
～

四
四
）
府
内
藩
儒
阿
部
淡
済
の
編
述
。
豊
府
聞
書
、
豊
府
指
南
や
豊
後
国
志
な

ど
を
引
用
し
つ
つ
、
領
内
の
神
社
、
仏
閣
、
名
所
旧
跡
な
ど
の
由
来
、
伝
承
を

詳
細
に
記
述
し
て
お
り
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。

（
禅
宗
の
伝
播
）

こ
こ
で
禅
宗
が
豊
後
の
国
に
ど
の
よ
う
に
布
教
さ
れ
た
の
か
み
て
み
よ
う
。

鎌
倉
新
仏
教
の
一
つ
で
あ
る
禅
宗
は
、
栄
西
の
臨
済
宗
と
道
元
の
曹
洞
宗
に
大

別
さ
れ
る
が
、
ま
ず
臨
済
宗
が
先
に
豊
後
に
入
っ
て
来
た
よ
う
で
あ
る
。
臨
済

1７

に
注
目
し
て
寺
院
跡
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
に
よ
れ
ば
①
の
「
石
橋
」

は
現
状
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
に
埋
め
込
ま
れ
て
そ
の
姿
を
み
る
こ
と
が
出
来
な

い
が
、
一
枚
物
の
頑
丈
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
②
の
三
十
三
段
の
石
段
も

寺
院
に
関
り
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
寺
院
跡
ら
し
い
礎
石
等
の
遺

構
が
発
掘
さ
れ
て
い
な
い
点
に
疑
問
を
感
じ
る
が
、
同
氏
は
そ
れ
ら
の
全
て
は

現
在
の
惟
福
寺
に
運
ば
れ
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。
筆
者
も
現
地
に
立
っ
て
み
た
実
感
と
し
て
、
方
向
・
距
離
・
高
台
・
石
造

物
等
総
合
的
に
勘
案
す
れ
ば
、
「
ド
ー
ノ
」
が
比
定
地
と
し
て
有
力
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

そ
し
て
寺
の
規
模
は
堂
々
た
る
伽
藍
を
備
え
た
も
の
で
は
な
く
「
小
宇
」
あ

る
い
は
「
草
堂
」
と
い
う
表
現
に
相
応
し
い
程
度
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
し

て
い
る
。

こ
こ
で
高
崎
氏
の
居
城
と
い
う
か
館
も
し
く
は
屋
敷
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
が

問
題
と
し
て
残
る
。
高
崎
城
と
い
え
ば
一
般
的
に
は
「
高
崎
山
城
」
を
さ
す
が
、

領
主
の
居
城
と
し
て
は
兵
時
は
と
も
か
く
平
時
に
は
地
形
的
に
も
そ
の
用
を
果

た
し
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
高
崎
邑
内
に
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
が
、
傍
証

と
し
て
「
高
崎
今
昔
記
」
に
「
字
タ
ジ
ロ
、
小
字
ヤ
シ
キ
の
山
Ⅱ
大
友
時
代
屋

敷
の
あ
と
」
の
地
名
解
説
が
あ
る
。
文
献
や
城
跡
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
地
名
な
ど
の
伝
承
を
頼
り
に
民
俗
学
的
に
推
測
し
て
み
る
と
、
字
タ
ジ



「
豊
守
藤
貞
親
」
は
豊
後
守
護
藤
原
貞
親
の
略
で
大
友
氏
は
別
に
藤
原
氏
と
も

称
し
て
い
た
。

豊
鐘
善
鳴
録
は
、
豊
後
森
城
下
安
楽
寺
の
密
雲
（
俗
名
、
河
野
彦
契
）
が
、

寛
延
三
年
（
一
七
五
○
）
に
出
版
し
た
仏
教
事
典
と
も
云
う
べ
き
貴
重
な
記
録

で
あ
る
。

大
友
貞
親
は
北
条
貞
時
に
い
っ
た
通
り
、
万
寿
寺
を
建
て
当
時
博
多
の
承
天

寺
に
い
た
直
翁
和
尚
を
招
い
て
開
基
と
し
た
。
開
山
の
直
翁
智
侃
は
足
利
泰
氏

の
子
で
寛
元
三
年
（
一
二
四
五
）
上
州
に
生
ま
れ
、
幼
時
に
出
家
。
天
台
宗
や

シ
ヘ
ノ
◎

密
教
を
学
ん
だ
後
、
宋
か
ら
来
日
し
た
蘭
渓
道
隆
禅
師
（
鎌
倉
建
長
寺
の
開

山
）
に
師
事
し
、
の
ち
に
入
宋
、
帰
国
後
は
博
多
承
天
寺
に
住
し
て
い
た
。
直

翁
和
尚
は
左
大
臣
藤
原
忠
教
の
招
き
で
京
都
・
東
福
寺
の
住
職
と
な
っ
て
、
一

時
期
万
寿
寺
を
離
れ
る
が
（
延
慶
三
年
・
一
一
一
一
一
○
～
応
長
元
年
・
一
三
一
一
）
、

大
友
貞
親
の
死
の
直
前
に
再
び
下
向
し
、
以
後
元
亨
二
年
（
一
三
二
一
一
）
入
寂

す
る
ま
で
万
寿
寺
に
滞
在
し
た
。
名
僧
直
翁
智
侃
が
万
寿
寺
に
い
た
こ
と
は
豊

後
に
臨
済
宗
を
広
め
る
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
た
。
多
く
の
僧
た
ち
が
教
え
を

請
い
県
内
各
地
に
寺
院
を
開
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
代
表
が
直
翁
十
門
と
い

わ
れ
る
僧
た
ち
で
あ
る
。

自
聞
正
聡
（
実
際
寺
、
安
岐
）
、
無
染
正
真
（
顕
祥
寺
、
安
心
院
）
、
豊
山
正

義
（
万
弘
寺
、
国
東
）
、
東
鰻
正
日
（
浄
土
寺
、
大
分
）
、
不
肯
正
授
（
妙
観
寺
、

大
分
）
、
悟
巷
智
徹
（
宝
陀
寺
、
太
田
）
、
信
巷
正
香
（
大
応
寺
、
庄
内
）
、
大

機
正
碩
（
勝
光
寺
、
大
分
）
、
密
室
正
機
（
報
恩
寺
、
杵
築
）
、
東
震
正
蕃
（
海

蔵
寺
、
臼
杵
）
の
十
名
で
あ
る
。

力
な
保
護
の
も
と
、
日
本
を
代
表
す
る
禅
寺
の
一
つ
に
発
展
し
て
い
く
の
で
あ

る
。
建
武
年
間
（
一
一
一
一
三
四
～
三
六
）
に
万
寿
寺
は
十
利
に
列
せ
ら
れ
て
い
る
。

禅
宗
の
官
寺
制
度
は
五
山
・
十
刺
・
諸
山
で
あ
り
、
万
寿
寺
は
東
九
州
臨
済
宗

の
中
心
で
あ
っ
た
。

（
悟
電
智
徹
）

そ
れ
で
は
石
城
川
近
郊
の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
次
に
み
て
み
よ
う
。

篠
原
に
あ
る
慈
航
寺
は
貞
治
年
中
（
一
三
六
二
～
六
七
）
に
悟
巷
智
徹
が
開
山

し
た
と
寺
伝
に
あ
り
最
も
古
い
。
同
寺
に
は
元
徳
二
年
（
一
三
三
○
）
の
石
造

寺
、
臼
杵
）
の
十
名
で
あ
る
。

直
翁
智
侃
入
寂
後
も
、
万
寿
寺
に
は
多
く
の
名
僧
が
来
訪
し
、
大
友
氏
の
強

１８

宗
の
開
祖
栄
西
は
、
初
め
叡
山
に
の
ぼ
り
修
学
後
、
仁
安
三
年
（
二
六
八
）

と
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
の
一
一
度
に
わ
た
り
入
宋
し
、
建
久
二
年

（
二
九
一
）
帰
朝
後
、
博
多
を
中
心
に
布
教
活
動
を
は
じ
め
、
報
恩
寺
（
香

椎
）
、
恵
光
寺
（
肥
前
）
を
開
い
て
い
る
。
府
内
中
心
に
臨
済
宗
が
盛
ん
に
な

る
き
っ
か
け
は
万
寿
寺
の
創
立
に
あ
る
。
大
友
五
代
貞
親
は
、
鎌
倉
で
前
の
執

権
北
条
貞
時
か
ら
「
貴
公
は
寺
を
建
て
僧
を
養
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
」
と
問
わ

れ
、
お
そ
れ
て
小
寺
に
百
人
の
僧
を
置
い
て
い
る
と
答
え
、
の
っ
ぴ
き
な
ら
ず

帰
っ
て
徳
治
元
年
（
一
三
○
六
）
万
寿
寺
を
建
て
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。

（
渡
辺
澄
夫
・
大
分
県
の
歴
史
）

こ
れ
は
「
豊
鐘
善
鳴
録
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
万
寿
寺
建
立
の
い
き
さ
つ
を

述
べ
た
項

「
（
前
略
）
、
、
、
平
貞
時
崇
信
三
宝
特
饗
禅
風
、
有
時
謂
豊
守
藤
貞
親
日
卿
宣
建

伽
藍
延
徳
僧

以
毘
政
化
、
豊
守
唯
唯
及
帰
大
創
禅
苑
」
を
平
易
に
意
訳
し
た
も
の
で
あ
る



あ
る
。
兵
火
に
遭
い
廃
寺
と
な
っ
て
い
た
の
を
可
巷
が
臨
済
宗
の
寺
と
し
て
再

興
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
又
園
成
寺
は
中
尾
に
寺
領
を
持
ち
、
天
津
寺
（
賀
来
）
、

善
応
寺
（
中
尾
）
、
天
福
寺
（
東
院
）
、
安
定
寺
（
国
分
）
を
末
寺
と
し
て
抱
え

る
有
力
寺
院
で
あ
っ
た
。

隆
盛
を
極
め
た
万
寿
寺
も
、
数
回
に
わ
た
る
火
災
で
室
町
時
代
末
期
に
は
廃

寺
同
然
の
姿
と
な
り
、
漸
く
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
に
再
興
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
惟
福
寺
が
天
文
年
間
に
大
友
支
族
、
高
崎
氏
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
、
寛
永

の
初
め
に
再
興
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
万
寿
寺
や
永
慶
寺
（
大
龍
村
）
の
場
合
と

時
期
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
徳
川
幕
府
に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
政
策
の
進
行

と
宗
門
改
・
寺
請
け
制
の
発
足
に
あ
わ
せ
た
寺
院
側
の
体
制
整
備
、
強
化
の
時

期
に
符
合
す
る
の
で
あ
る
。
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
の
幕
府
命
令
に
よ
る
末

寺
帳
の
作
製
、
檀
家
制
に
伴
う
寺
の
絶
対
数
の
不
足
か
ら
、
全
国
的
に
も
こ
の

時
期
に
、
真
宗
道
場
の
寺
院
化
が
盛
ん
と
な
り
寺
院
が
急
増
し
て
い
る
。
唯
城

雑
誌
が
い
う
よ
う
に
、
高
崎
宗
全
・
宗
久
父
子
が
惟
福
寺
を
創
建
し
氏
祖
の
菩

提
寺
と
し
た
と
す
れ
ば
、
大
友
末
期
・
天
正
年
間
の
高
崎
氏
の
経
済
力
は
相
当

な
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
は
た
し
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

（
道
寧
寺
）

雄
城
雑
誌
は
惟
福
寺
の
前
身
に
つ
い
て
、
「
道
寧
寺
ト
云
、
廃
寺
ノ
跡
ニ
シ

テ
、
其
何
宗
ナ
ル
事
ヲ
博
ヘ
ズ
」
と
書
い
て
い
る
が
、
道
寧
寺
が
ど
う
い
う
寺

で
あ
っ
た
の
か
推
測
し
て
み
よ
う
。
平
安
時
代
、
豊
前
・
豊
後
二
国
の
仏
教
は

天
台
宗
が
中
心
で
あ
っ
て
、
鎌
倉
中
期
頃
ま
で
六
郷
満
山
で
知
ら
れ
る
国
東
半

島
を
中
心
に
仏
教
文
化
が
栄
え
た
が
、
そ
の
基
盤
は
天
台
宗
で
あ
っ
た
。
国
東

半
島
以
外
で
平
安
時
代
以
前
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
天
台
寺
院
は
、
現
大
分
市

1９

宝
塔
が
あ
り
、
も
と
も
と
天
台
寺
院
で
あ
っ
た
も
の
が
廃
寺
と
な
っ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

悟
巷
智
徹
は
さ
き
に
触
れ
た
よ
う
に
直
翁
の
高
弟
の
一
人
で
あ
り
、
諸
山
に

列
せ
ら
れ
て
い
る
大
田
村
の
田
原
蝿
龍
山
宝
陀
寺
を
は
じ
め
、
真
玉
寺
（
真
玉

町
）
、
徳
勝
寺
（
豊
後
高
田
市
）
、
円
明
寺
（
武
蔵
町
）
の
開
山
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
る
。
悟
巷
に
は
、
貴
巷
、
可
巷
、
正
琴
、
浄
山
な
ど
多
数
の
弟
子
が
あ

り
、
彼
ら
は
天
台
宗
勢
力
の
強
か
っ
た
国
東
半
島
一
帯
に
寺
を
創
り
臨
済
宗
の

弘
通
に
つ
と
め
て
い
る
。

向
原
の
龍
祥
寺
は
狭
間
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
が
、
豊
後
国
志
に
よ
れ
ば
放
牛

和
尚
が
応
安
三
年
（
一
三
七
○
）
に
開
山
し
た
と
い
う
。
放
牛
和
尚
は
放
牛
光

林
と
い
い
、
入
宋
し
て
帰
国
後
万
寿
寺
を
経
て
、
建
仁
寺
、
天
竜
寺
、
南
禅
寺

な
ど
を
歴
任
し
た
高
僧
で
あ
る
。
た
だ
「
狭
間
家
譜
」
や
龍
祥
寺
墓
地
内
の
五

輪
塔
銘
か
ら
年
代
考
証
す
れ
ば
、
応
安
三
年
以
前
に
す
で
に
龍
祥
寺
は
造
立
さ

れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
禅
宗
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。

賀
来
の
園
成
寺
は
悟
巷
の
弟
子
で
あ
る
可
巷
が
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
に
再

興
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
豊
後
国
志
の
記
載
に
よ
れ
ば

「
国
志
日
。
在
賀
来
郷
賀
来
村
。
永
禄
六
年
七
月
。
僧
可
巷
到
此
。
見
侭
余
荒

廃
。
悲
嘆
。
遂
興
廃
祉
。
名
園
成
寺
。
此
寺
錐
不
知
其
創
。
本
尊
弥
陀
焼
。
悌

工
定
朝
所
造
。
蓋
三
篠
院
朝
人
。
距
今
五
百
余
年
其
古
可
知
己
。
」

園
成
寺
境
内
に
あ
る
五
輪
塔
に
は
、
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
の
銘
文
が
あ

り
当
時
す
で
に
前
身
の
寺
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。
「
当
寺
は

賀
来
荘
地
頭
賀
来
氏
の
氏
寺
に
し
て
、
賀
来
氏
居
館
と
伝
ふ
る
所
も
付
近
に
あ

り
」
（
渡
辺
澄
夫
氏
、
豊
後
国
荘
園
公
領
史
料
集
成
五
）
と
さ
れ
る
古
剰
で



台
寺
も
か
っ
て
天
台
宗
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
（
挟
間
町
誌
）
定
か
で

は
な
い
。
徳
台
寺
の
場
合
は
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
が
仁
聞
の
作
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
よ
る
。
石
城
寺
は
宝
亀
年
中
、
仁
間
菩
薩
の
開
基
で
最
古
利
と
さ

れ
て
い
る
。
仁
聞
菩
薩
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
歴
史
資
料
・
石
城
川
村
」
、
石
城

寺
の
項
に
触
れ
て
い
る
が
、
養
老
二
年
（
七
二
一
）
、
六
郷
満
山
を
開
基
し
た

と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
仁
間
開
基
説
や
仁
間
作
の
本
尊
の
伝
承
は
何
ら
か
の
形

で
天
台
宗
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え
て
い
い
。

な
お
「
高
崎
今
昔
記
」
（
高
崎
老
人
ク
ラ
ブ
・
福
寿
会
編
）
に
よ
れ
ば
、
道

寧
寺
は
天
慶
二
年
（
九
三
九
）
に
空
也
上
人
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
い
う
。

空
也
（
九
○
三
～
九
七
二
）
は
平
安
中
期
、
民
間
の
浄
土
教
の
祖
と
も
言
う
べ

き
僧
、
弘
也
と
も
い
い
、
市
聖
、
阿
弥
陀
聖
、
市
上
人
な
ど
と
よ
ば
れ
た
。
そ

の
出
生
に
つ
い
て
は
醍
醐
天
皇
の
皇
子
と
も
、
仁
明
天
皇
の
皇
子
常
康
親
王
の

子
と
も
い
わ
れ
、
貴
種
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
み
ず
か
ら
は
父
母
の
こ

と
を
云
わ
ず
郷
士
を
語
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
二
十
余
歳
で
尾
張
の
国
分
寺
で

出
家
し
空
也
と
名
乗
り
各
地
で
修
行
を
続
け
た
の
ち
、
九
四
八
年
（
天
暦
二

年
）
比
叡
山
に
登
り
天
台
座
主
延
昌
に
つ
い
て
受
戒
し
、
光
勝
の
名
を
与
え
ら

れ
た
が
そ
の
後
も
民
間
の
布
教
僧
と
し
て
活
動
し
た
。
空
也
と
豊
後
の
関
係
に

つ
い
て
は
「
豊
後
国
志
、
国
東
郡
」
の
項
に

「
元
亨
釈
書
日
、
六
波
羅
密
寺
空
也
上
人
、
諒
光
勝
、
仁
明
帝
孫
、
常
康
親
王

子
、
薙
髪
為
沙
弥
自
称
空
也
、
少
好
失
遊
、
天
下
殆
遍
、
所
遇
道
塗
為
利
済
、

天
暦
中
遊
化
此
邦
、
於
国
前
創
興
道
寺
、
速
見
八
坂
建
利
益
寺
、
並
栖
居
罵
。
」

と
あ
り
、
ほ
か
に
も
小
武
寺
（
東
山
香
）
や
朝
日
寺
（
杵
築
）
を
創
建
し
た
と

い
う
。
空
也
は
諸
国
を
遍
歴
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
豊
後
に
も
来
た

2０

域
で
は
大
山
寺
、
岩
屋
寺
、
国
分
寺
、
霊
山
寺
、
園
通
寺
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か

で
は
耶
馬
渓
町
の
正
平
寺
、
三
重
町
の
蓮
城
寺
、
朝
地
町
の
神
角
寺
な
ど
が
主

な
も
の
で
あ
る
。
大
山
寺
は
作
原
宮
師
金
蔵
院
歴
代
の
菩
提
所
と
い
わ
れ
て
お

り
、
明
治
初
の
神
仏
分
離
ま
で
は
、
神
宮
敷
地
内
に
存
在
し
て
い
た
と
お
も
わ

れ
る
金
蔵
院
の
末
寺
で
あ
る
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
「
諸
国
御
配
下
寺

院
雑
記
」
に
「
豊
後
国
元
由
原
山
金
蔵
院
が
復
飾
（
還
俗
）
し
た
の
で
、
同
院

の
末
寺
で
あ
る
大
山
村
大
山
寺
と
黒
野
村
妙
蓮
寺
は
、
以
後
同
国
園
寿
寺
の
末

と
な
る
。
」
と
あ
り
、
近
世
ま
で
金
蔵
院
の
末
寺
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
文
書
は
園
寿
寺
が
比
叡
山
に
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
が
続
け
て
「
こ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
か
っ
て
本
寺
（
園
寿
寺
）
末
で
あ
っ
た
石
城
寺
の
よ
う
に

な
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
れ
は
石
城
寺
が
無
住
に
な
っ
た
折
り
に
禅
僧
を
留
守
居

に
置
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
僧
が
住
職
願
い
を
出
し
て
と
う
と
う
石
城
寺
は
禅
宗

寺
院
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
再
び
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
、
大
山
寺
・
妙
蓮
寺
の
両
寺
を
回
寿
寺
末
と
し
た
い
。
」
と

い
う
も
の
で
あ
り
、
大
山
寺
も
妙
蓮
寺
も
石
城
寺
も
天
台
宗
寺
院
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

吉
祥
山
中
興
記
に
「
士
俗
相
博
云
堂
尾
蓋
密
宗
之
碩
学
悶
之
譜
系
末
有
所
考

篇
」
と
あ
り
、
こ
の
密
宗
と
は
天
台
宗
を
指
す
も
の
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

平
安
期
の
密
宗
は
真
言
・
天
台
二
宗
で
あ
る
が
、
叡
山
の
金
亀
和
尚
が
開
祖
し

た
と
い
う
作
原
八
幡
宮
と
の
地
域
的
関
係
や
、
石
城
寺
、
慈
航
寺
（
篠
原
）
、

妙
蓮
寺
（
黒
野
）
等
近
在
の
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
天
台
宗
と
す
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。
特
に
妙
蓮
寺
が
作
原
神
宮
・
金
蔵
院
の
末
寺
の
一
つ
で
あ
っ
た
事

実
は
大
き
な
説
得
力
を
持
つ
と
考
え
る
。
な
お
、
来
鉢
の
金
光
寺
や
中
畑
の
徳



伝
来
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
禁
忌
と
さ
れ
て
い
た
山
岳
に
積
極
的
に
入
っ
て
修
行

す
る
者
が
現
れ
た
。
大
和
の
葛
城
山
で
修
行
し
、
修
験
道
の
開
祖
と
さ
れ
た
役

小
角
は
そ
の
代
表
的
存
在
で
あ
る
。
平
安
初
期
、
最
澄
は
南
都
・
奈
良
を
離
れ

て
叡
山
に
入
り
天
台
宗
を
開
き
、
空
海
は
大
学
を
捨
て
て
山
林
を
賊
渉
し
高
野

山
で
真
言
宗
を
開
い
た
。
こ
の
日
本
仏
教
界
の
二
大
巨
人
も
山
林
修
行
者
の
流

派
に
属
す
る
と
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
空
海
の
真
言
密
教
に
続
い
て
天
台
宗
も

密
教
化
し
て
い
く
が
、
こ
の
密
教
の
修
験
者
た
ち
は
山
岳
の
社
寺
な
ど
に
依
拠

し
て
山
林
修
行
に
い
そ
し
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
寺
院
の
多
く
が
人
里

離
れ
た
山
奥
に
建
立
さ
れ
て
い
る
の
は
、
紀
州
熊
野
の
青
岸
渡
寺
な
ど
多
数
例

あ
る
が
、
卑
近
な
と
こ
ろ
で
は
石
城
寺
も
そ
の
部
類
に
入
る
よ
う
に
、
こ
の
山

林
修
行
と
い
う
要
素
に
よ
る
と
筆
者
は
か
ん
が
え
て
い
る
。
木
村
衡
氏
は
「
古

代
の
地
方
山
林
寺
院
に
つ
い
て
」
（
雄
山
閣
）
と
題
す
る
論
文
の
中
で
、

「
文
献
に
現
れ
た
山
林
寺
院
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
四
種
類
が
指
摘
で
き
る
。

、
官
僧
は
呪
験
力
の
獲
得
を
目
的
と
し
た
修
行
を
行
う
、
大
和
盆
地
周
辺
の

山
林
を
例
と
す
る
よ
う
な
、
伽
藍
を
持
っ
た
寺
院
。

、
地
方
に
お
け
る
山
岳
信
仰
の
拠
点
と
し
て
の
寺
院
。

、
山
沙
弥
所

・
私
度
僧
の
修
行
拠
点
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
山
林
寺
院
の
実
態
は
お
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
寺
院
の
全
て
が
こ
う
し
た
山
林
に
位
置
し
た
わ
け
で
は

な
く
、
京
域
や
そ
の
周
辺
及
び
拓
け
た
平
地
に
も
よ
り
多
く
建
立
さ
れ
て
い
る

が
、
全
国
的
な
そ
の
分
布
に
お
い
て
「
凡
そ
国
内
い
か
に
辺
境
の
土
地
な
り
と

も
、
中
世
以
前
に
お
い
て
、
真
言
・
天
台
両
宗
の
い
ず
れ
か
に
属
す
る
寺
院
の
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で
あ
ろ
う
と
の
推
測
で
あ
ろ
う
が
、
史
実
と
し
て
の
豊
後
入
り
の
事
実
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
。
道
寧
寺
・
空
也
創
建
説
は
あ
く
ま
で
も
伝
承
で
あ
る
が
、
た

だ
天
台
宗
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
点
に
意
味
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

な
お
ま
た
「
高
崎
今
昔
記
」
に
「
大
神
惟
基
の
次
男
惟
季
が
阿
南
郷
の
郷
司
に

な
り
勢
い
を
南
に
伸
ば
し
道
寧
寺
の
荒
廃
を
う
れ
い
、
大
神
家
の
客
僧
日
羅
律

師
の
傑
作
観
音
菩
薩
の
像
を
安
置
し
て
、
堂
尾
に
小
宇
を
ま
か
な
い
一
族
の
菩

提
所
と
し
た
」
の
記
述
が
あ
る
。

大
神
氏
祖
・
大
神
惟
基
の
生
存
年
代
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
不
明
と
い

う
ほ
か
な
い
。
次
男
惟
季
は
阿
南
次
郎
と
呼
ば
れ
、
天
仁
二
年
八
月
卒
、
六
十

二
歳
（
阿
南
氏
系
図
）
と
あ
る
。
天
仁
二
年
は
西
暦
二
○
九
年
に
当
る
か
ら

惟
季
の
生
涯
は
一
○
四
七
年
～
二
○
九
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
道
寧
寺
が

創
建
さ
れ
て
約
二
○
○
年
後
の
こ
と
で
あ
り
年
代
的
に
は
整
合
性
が
あ
る
が
、

阿
南
氏
菩
提
寺
説
に
は
な
お
検
証
の
要
あ
り
と
考
え
て
い
る
。
な
お
惟
季
よ
り

四
代
後
の
嫡
子
惟
家
は
大
友
氏
の
豊
後
入
国
に
反
抗
し
て
高
崎
山
城
の
こ
も
り
、

五
十
四
歳
で
討
死
し
阿
南
氏
は
滅
亡
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

（
山
林
仏
教
）

上
古
以
来
わ
が
国
で
は
人
里
を
離
れ
た
山
や
海
な
ど
を
他
界
と
す
る
信
仰
が

広
く
流
布
し
て
い
た
。
と
く
に
山
岳
は
稲
作
や
日
々
の
生
活
に
必
要
な
水
を
も

た
ら
す
神
が
い
る
と
こ
ろ
と
さ
れ
、
恐
れ
ら
れ
崇
め
ら
れ
て
き
た
。
と
同
時
に

山
を
霊
地
と
し
て
崇
敬
し
、
山
に
入
る
こ
と
を
タ
ブ
ー
視
し
て
き
た
。
わ
が
国

の
神
社
の
多
く
が
山
麓
の
洞
の
系
統
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、
農
民
達

が
山
の
神
霊
を
招
い
て
、
豊
作
や
生
活
の
安
定
を
祈
る
場
と
し
て
山
麓
に
洞
を

作
っ
た
こ
と
に
起
源
す
る
。
と
こ
ろ
が
山
林
修
行
を
重
ん
じ
る
仏
教
や
道
教
が



銘
文
に
日
く

「
現
在
未
来
天
人
衆
、
吾
今
態
勲
付
属
汝
、
以
大
神
通
方
便
力
、
勿
令
堕
在
諸

悪
趣
、
□
口
立
六
地
蔵
之
事
、
帰
真
月
窓
妙
梅
禅
尼
霊
位
、
為
頓
証
菩
提
也
、

天
正
十
二
年
甲
申
十
月
八
日
施
主
安
部
玄
蕃
允
貞
述
謹
立
」

こ
の
六
地
蔵
石
瞳
は
こ
の
地
が
寺
院
跡
で
あ
っ
た
事
を
示
唆
す
る
証
拠
で
あ

る
が
、
惟
福
寺
が
移
転
し
て
く
る
の
が
寛
永
の
初
め
（
一
六
二
五
～

一
六
三
○
）
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
四
十
～
五
十
年
前
ま
で
は
道
寧
寺
は
存
立
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
「
豊
後
国
大
分
郡
寺
院
明
細
牒
」
の
由
緒
に
よ
れ
ば

「
延
宝
二
甲
寅
年
本
山
開
祖
開
山
派
下
十
三
世
法
孫
融
峯
士
禅
師
創
建
ス
故

二
為
開
祖
其
後
暫
世
代
不
詳
也
享
保
十
九
甲
寅
年
龍
雲
祖
門
禅
師
中
興
星

と
あ
り
、
一
七
三
四
年
・
享
保
十
九
年
に
中
興
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
こ
の
点

は
「
中
興
記
」
と
相
違
が
あ
る
。
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
の
幕
府
命
令
以
後

は
檀
家
制
の
維
持
上
、
寺
院
は
連
続
し
て
存
続
し
な
け
れ
ば
そ
の
役
目
を
果
た

し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
惟
福
寺
も
一
時
的
に
せ
よ
廃
寺
に
な
る
こ
と

な
く
今
日
に
至
っ
た
と
筆
者
は
み
て
い
る
。
由
緒
に
い
う
中
興
と
は
、
寺
勢
を

大
い
に
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
「
石
城
川
村
郷
士
誌
」
掲
載
の
「
吉
祥

山
中
興
記
」
全
文
を
以
下
に
掲
げ
る
。

吉
祥
山
中
興
記

扶
桑
国
鎮
西
路
豊
之
後
州
大
分
郡
吉
祥
山
惟
福
寺
者
境
属
高
崎
地
接
宮
苑
而

鞠
其
挿
叫
之
由
宋
歳
月
相
運
不
詳
之
権
輿
之
為
主
者
亦
共
其
姓
名
美
故
老
之
言

日
此
地
者
本
道
寧
之
地
也
合
両
寺
而
成
一
寺
奮
惟
福
之
境
者
在
居
之
東
北
半
里
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存
在
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
か
。
」
（
薗
田
香
融
、
平
安
仏
教
）
と
い
う

盛
況
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
寺
院
は
ど
の
よ
う
に
維
持
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
中
央
で
は
貴
族
と
結
び
彼
ら
を
檀
越
（
檀
那
）
と
し
、
寺
院
自
身
も
ま

た
貴
族
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
展
し
た
が
、
地
方
で
は
在
地
の
豪
族
が
檀
越

と
な
っ
て
支
え
た
。
彼
ら
地
方
豪
族
は
在
地
に
お
け
る
自
ら
の
不
安
定
な
権
威

を
補
強
す
る
役
割
を
仏
教
に
も
と
め
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
寺
院
は
檀
越
の

盛
衰
に
よ
っ
て
そ
の
存
続
を
左
右
さ
れ
、
と
く
に
地
方
で
は
豪
族
の
没
落
に

よ
っ
て
廃
寺
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
た
。
密
教
寺
院
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
道
寧
寺
が
い
わ
れ
る
よ
う
な
山
林
寺
院
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
ま
た
ど

の
よ
う
な
経
緯
で
建
立
さ
れ
、
そ
し
て
廃
寺
と
な
っ
た
の
か
は
筆
者
の
推
測
能

力
を
超
え
る
が
、
高
崎
の
地
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
地
に
は

道
寧
寺
を
受
容
し
う
る
だ
け
の
基
盤
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
先
に
触
れ

た
よ
う
に
阿
南
氏
の
庇
護
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
一
つ
の
論
拠
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
吉
祥
山
中
興
記
）

大
正
六
年
一
月
、
石
城
川
村
は
役
場
職
員
・
学
校
職
員
の
共
同
編
纂
に
よ
っ

て
「
石
城
川
郷
士
誌
」
を
刊
行
し
た
。
同
誌
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
吉
祥
山
中

興
記
」
は
〈
大
歳
丁
丑
元
禄
十
年
三
月
下
溝
〉
、
す
な
わ
ち
元
禄
十
年
（
一
六

九
七
）
三
月
下
旬
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
記
事
内
容
は
全
体
的
に
美
文
調

の
誇
大
表
現
が
目
に
つ
く
が
、
何
よ
り
も
書
か
れ
た
時
代
は
宗
伝
・
宗
久
の
創

建
後
一
○
○
年
足
ら
ず
の
こ
ろ
で
あ
り
、
寺
の
記
録
や
伝
承
も
確
か
で
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
か
ら
信
懇
性
は
高
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
現
参
道
脇
に
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
十
月
八
日
銘
の
石
瞳
が
あ
る
。



（
高
崎
氏
に
つ
い
て
）

こ
こ
で
惟
福
寺
を
創
建
し
た
高
崎
宗
博
父
子
に
繋
が
る
高
崎
氏
に
つ
い
て
み

て
み
よ
う
。
太
田
亮
氏
は
「
豊
後
国
の
豪
族
に
し
て
、
大
分
郡
高
崎
邑
よ
り
起

こ
る
。
高
崎
城
あ
り
。
大
友
系
図
に
、
能
直
ｌ
景
直
（
或
は
時
景
、
一
寓
田
太

郎
左
衛
門
尉
）
、
大
和
守
高
崎
云
々
等
の
祖
と
見
ゆ
る
後
也
」
と
姓
氏
家
系
大

辞
典
に
記
し
て
い
る
。
大
友
系
図
・
続
群
書
類
従
巻
第
百
五
十
、
系
図
部

四
十
五
に
よ
れ
ば
「
藤
姓
、
親
能
ｌ
能
直
ｌ
景
直
、
或
時
景
、
一
菖
田
太
郎
左

衛
門
尉
、
大
和
守
、
法
名
蓮
景
、
母
同
親
秀
、
豊
前
之
城
井
壱
岐
前
司
景
房
入

道
蓮
昇
養
子
、
一
葛
田
，
城
井
、
豊
鏡
、
高
崎
、
井
上
、
袴
田
、
太
田
等
之

祖
。
」
と
あ
る
。
大
友
志
賀
系
図
や
大
友
田
原
系
図
・
大
友
木
付
氏
系
図
も
ほ

ぼ
同
様
な
記
載
で
あ
る
。
高
崎
氏
の
祖
は
大
友
能
直
六
男
・
時
景
と
し
て
間
違

書 而
新
之
丁
丑
之
歳
命
匠
弘
教
彫
刻
此
土
教
主
輝
迦
文
悌
西
方
世
界
阿
弥
陀
悌
之

両
躯
同
安
置
於
一
堂
四
八
霊
相
妙
霊
亀
端
面
首
殊
麗
脆
仰
無
己
剖
剛
之
飾
抜
金

金
之
華
実
無
漸
於
優
填
復
摸
章
駄
天
像
口
令
加
護
持
突
凡
大
小
覚
宇
相
尋
復
輪

真
鱗
鱗
死
鳥
瓦
絶
惨
漏
於
堂
中
赫
赫
燈
大
破
群
迷
於
昏
衡
終
請
定
恵
円
明
国
師

為
開
山
初
祖
芙
鳴
呼
禅
公
之
於
堂
山
也
可
謂
勤
芙
薫
山
之
末
我
年
凡
禅
林
所
宣

有
者
悉
備
罵
不
通
成
師
赦
之
願
兼
要
挽
回
叢
林
之
元
気
其
規
模
博
乎
哉
夫
春
気

発
而
百
草
生
正
得
秋
而
菖
実
成
想
夫
此
山
得
垂
秋
之
時
乎
便
請
戴
其
顛
末
垂
干

無
窮
予
之
不
類
也
何
堪
記
載
之
任
耶
錐
然
公
者
策
進
之
友
也
不
敢
而
辞
於
是
乎

大
歳
丁
丑
元
禄
十
年
三
月
下
溝

無
印
紹
珠
題
於
大
雄
之
鴻
漸
軒
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許
厭
地
高
峻
而
林
口
尤
美
先
是
有
高
崎
宗
博
者
其
子
玄
宗
久
敷
代
仕
吠
友
嘗
以

此
地
為
食
邑
芙
厭
祖
宗
信
悌
畢
擁
護
富
山
故
食
観
方
充
僧
侶
亦
集
採
樵
之
山
植

読
之
圃
凡
資
身
之
具
悉
備
罵
随
世
之
季
運
僧
道
亦
廃
芙
故
殿
堂
門
廉
霊
烏
有
突

寝
随
之
室
倭
之
淋
僅
容
身
而
巳
数
十
年
来
不
能
挙
此
役
唯
謄
小
宇
安
観
音
之
聖

像
日
羅
ノ
傑
作
也
露
霜
相
侵
修
造
不
密
金
躯
告
色
皇
光
将
謝
芙
民
以
造
詣
為
銀

故
移
之
蓮
池
現
在
干
今
也
士
俗
相
博
云
堂
尾
蓋
密
宗
之
碩
畢
閣
之
譜
系
末
有
所

考
罵
予
相
今
惟
福
之
境
在
府
城
之
坤
隅
相
距
十
有
除
里
鶴
見
木
綿
獄
之
諸
峯
桃

布
西
北
本
宮
飛
采
山
之
衆
嶺
映
帯
東
南
此
則
山
門
之
大
観
也
其
問
四
時
之
景
変

幻
不
窮
分
則
百
花
明
楯
葛
棟
匝
地
夏
則
松
竹
侵
増
清
風
徐
宋
秋
則
丹
楓
盈
谷
霜

月
流
輝
冬
則
密
雪
遵
山
早
梅
破
玉
凡
所
眼
力
之
及
尽
無
不
精
浄
誠
是
以
為
演
法

之
場
芙
寛
永
庚
午
之
年
責
宗
員
公
擦
主
位
公
者
本
州
早
見
人
也
鉄
錫
横
捲
偏
歴

蓋
湖
海
之
風
波
後
嗣
融
峯
円
嗣
軍
印
嗣
南
北
興
遠
折
関
山
十
四
世
之
孫
也
既
到

員
公
始
立
我
臨
済
之
宗
風
故
推
以
為
営
山
之
中
興
芙
自
公
之
居
此
地
里
有
積
善

慕
義
之
風
十
利
具
陳
三
徳
畢
備
駕
以
技
開
門
庭
之
久
絶
興
古
屋
之
巳
倒
末
境
全

功
而
逝
芙
責
菖
治
庚
子
之
冬
也
寛
文
突
卯
之
歳
壁
道
心
公
継
席
公
亦
同
郡
人
也

首
受
業
於
責
宗
後
嗣
融
峯
園
既
開
祥
山
之
櫨
輔
陶
鋳
大
鐘
啓
発
群
品
蓋
亦
有
年

突
慈
地
燥
剛
泉
眼
不
明
公
探
脈
磐
之
丈
除
水
必
然
出
至
テ
今
操
浴
不
欠
芙
延
賓

戊
午
之
秋
ト
隠
於
幽
蓬
之
地
消
揺
終
其
身
芙
其
徒
祖
泰
相
腫
而
看
院
芙
兼
有
南

詞
之
志
扇
然
去
芙
今
住
持
戒
諒
恵
禅
道
読
栢
翁
本
山
城
人
也
天
和
突
亥
之
春
夫

馬
領
山
□
口
有
令
徳
兼
善
於
包
荒
首
依
融
峯
園
後
到
月
之
文
永
謁
師
兄
超
宗
宗

授
以
祖
印
爾
采
乗
責
宗
之
志
願
式
住
十
歳
不
記
身
之
困
態
風
雲
際
曾
遠
近
為
之

値
芙
元
禄
庚
午
之
春
荘
厳
薩
唾
之
霊
躯
金
輝
秀
起
換
然
大
集
目
相
好
巌
華
責
海

西
之
妙
製
也
辛
未
之
年
鼎
新
外
門
申
戊
之
秋
移
堂
之
基
石
於
後
圃
蓋
撤
具
奮
庚



崎
の
城
主
で
あ
っ
た
。
地
名
を
と
っ
て
高
崎
と
号
し
た
。

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
家
老
に
ま
で
出
頭
し
た
高
崎
氏
の
出
自
で
あ
る
か
ら
史

実
性
・
信
葱
性
は
高
い
と
筆
者
は
み
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
高
崎
氏
は
鹿
児
島
と
豊
後
に
分
か
れ
た
が
、
豊
後
高
崎
村

に
残
っ
た
高
崎
氏
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。

①
高
崎
氏
の
史
料
上
の
初
見
は
、
南
北
朝
動
乱
期
の
「
角
違
一
撲
」
で
あ
る
。

こ
こ
に
合
戦
奉
行
と
し
て
高
崎
尾
張
守
が
出
て
い
る
。

②
次
に
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
大
友
持
直
知
行
預
ヶ
状
（
大
分
県
史
料

三
一
）
に

高
崎
一
所
三
拾
七
貫
分
一
所
三
十
貫
分
石
垣
高
崎
又
五
太
郎
跡

一
所
二
十
五
貫
臼
杵

＊
薩
摩
藩
五
代
・
貞
久
に
大
友
四
代
・
親
時
の
娘
が
嫁
入
り
し
た
。
随
行
役
と

し
て
、
能
直
六
男
景
直
（
時
景
）
の
庶
子
・
高
崎
（
一
寓
田
）
忠
能
と
小
田

原
氏
が
薩
摩
に
下
っ
た
。
（
小
田
原
氏
は
能
直
の
弟
・
古
荘
重
能
の
子
小
田

＊
高
崎
忠
能
は
薩
摩
に
残
り
一
族
は
栄
え
重
用
さ
れ
て
、
家
老
を
務
め
る
ま
で

に
な
っ
た
（
十
四
代
勝
久
の
家
老
・
播
磨
守
能
宗
）
。

＊
家
老
高
崎
氏
の
祖
は
、
能
直
六
男
景
直
の
子
次
郎
忠
能
で
あ
り
、
豊
後
国
高

原
氏
が
薩
摩
に
下
っ
た
。

原
景
泰
の
一
族
で
あ
る
。
）

い
な
い
。

さ
ら
に
詳
し
い
記
録
が
鹿
児
島
・
薩
摩
藩
に
残
っ
て
い
る
。
鹿
児
島
県
姓
氏

家
系
大
辞
典
に
よ
れ
ば
「
大
友
氏
元
祖
能
直
の
六
男
太
郎
兵
衛
景
直
の
子
次
郎

忠
能
が
豊
後
国
高
崎
城
主
と
な
っ
て
高
崎
氏
を
称
し
た
。
忠
能
は
大
友
守
親
の

娘
が
島
津
貞
久
に
嫁
い
だ
の
に
従
い
、
忠
能
ｌ
四
郎
左
衛
門
久
邦
ｌ
武
邦
ｌ
尾

張
守
久
能
ｌ
彦
三
郎
能
充
ｌ
播
磨
守
能
名
ｌ
播
磨
守
能
宗
入
道
有
閑
と
続
く

（
後
略
）
」
と
あ
る
。
ま
た
鹿
児
島
県
史
料
集
（
Ⅷ
）
・
本
藩
人
物
誌
に
は
．

高
崎
播
磨
守
能
宗
入
道
有
閑
、
子
孫
高
崎
惣
右
ヱ
門
、
播
磨
守
能
名
ノ
子
也

先
祖
ハ
大
友
氏
ノ
支
族
也
大
友
元
祖
左
近
将
監
能
直
六
男
太
郎
兵
衛
景
直
其

子
次
郎
忠
能
豊
後
高
崎
ノ
城
主
ニ
テ
高
崎
ト
号
ス
五
代
太
守
貞
久
公
御
簾
中

大
友
因
幡
守
親
政
ノ
息
女
御
入
輿
ノ
節
忠
能
小
田
原
氏
両
人
為
御
輿
添
御
供
仕

御
当
国
へ
参
り
候
（
後
略
）
」
と
出
て
い
る
。
こ
の
両
誌
の
記
事
は
、
薩
摩
藩

十
四
代
惣
領
勝
久
の
家
老
と
な
っ
て
い
る
高
崎
播
磨
守
能
宗
入
道
有
閑
の
人
物

誌
で
、
同
氏
の
出
自
来
歴
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
高
崎
氏
の
祖

が
高
崎
（
一
菖
田
）
忠
能
と
し
て
出
て
く
る
。
両
誌
の
内
容
を
箇
条
書
き
に
し

て
み
る
。

④
高
崎
棟
治
寄
進
状

嘉
吉
四
年
四
月
五
日
（
一
四
四
四
）
、
高
崎
尾
張
守
棟
治
が
由
原
宮
に
対
し
、

金
亀
和
尚
の
御
供
田
と
し
て
高
崎
村
畑
二
反
を
寄
進
し
た
。

と
あ
り
、
高
崎
の
地
名
の
歴
史
上
初
見
と
さ
れ
て
い
る
。

③
永
享
八
年
（
一
四
三
六
）
の
姫
獄
合
戦
の
大
友
持
直
方
着
到
人
交
名
に
高

崎
若
狭
介
（
助
）
、
高
崎
十
郎
右
衛
門
（
尉
脱
ヵ
）
あ
り
。

「
寄
進
状
嘉
吉
四
年
甲
子
卯
月
五
日
尾
張
守
棟
治

奉
寄
附
豊
後
国
一
宮
八
幡
賀
来
社
金
亀
和
尚
御
供
田
事
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来
民
部
・
同
将
監
兄
弟
承
生
害
候
、
民
フ
カ
テ
死
、
将
監
生
候
、
ム
ナ
カ

タ
高
崎
一
類
同
前
候
、
又
御
屋
方
様
ヲ
チ
、
服
部
之
右
京
大
夫
殿
と
も
、

山
下
二
郎
左
衛
門
承
、
生
害
候
、
右
之
人
時
二
義
鎮
野
心
之
由
、
有
其
聞

候
、
」
と
あ
る
。
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
一
万
田
氏
と
高
崎
氏
は
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
衰
退
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ま
た
一
万
田
一
族
が
対
薩

摩
・
島
津
氏
と
の
戦
闘
で
、
大
友
方
に
反
逆
す
る
原
因
と
も
な
っ
た
。

⑦
先
に
引
い
た
が
雄
城
雑
誌
に
「
吉
祥
山
惟
福
寺
高
崎
村
（
中
略
）
天

文
年
中
、
大
友
氏
ノ
世
臣
高
崎
宗
全
、
宗
久
禅
法
ヲ
崇
敬
シ
テ
、
其
ノ
菜

邑
二
創
ス
ル
処
也
」
と
あ
る
。
天
文
年
間
は
一
五
三
二
～
一
五
六
五
年
で

あ
る
か
ら
宗
麟
の
治
世
下
と
重
な
る
。
す
な
わ
ち
宗
麟
は
天
文
十
九
年

（
一
五
五
○
）
家
督
を
継
ぎ
、
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
子
義
統
に
家
督

を
譲
っ
て
い
る
か
ら
そ
の
治
世
は
二
十
三
年
に
及
ぶ
。
こ
の
時
期
宗
全
・

宗
久
親
子
が
大
友
氏
の
家
臣
で
あ
り
、
領
地
に
菩
提
寺
を
創
建
し
た
こ
と

に
な
る
。
こ
の
宗
全
‐
宗
久
親
子
は
⑥
で
生
害
さ
れ
た
高
崎
氏
の
別
流
で

あ
ろ
う
。

⑧
高
崎
鉄
充

大
友
義
統
合
戦
手
負
注
文
一
見
状
に
衛
藤
統
門
の
被
官
で
あ
る
高
崎
鉄
允

が
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
八
月
十
六
日
杷
木
郷
池
田
城
攻
で
、
矢

漉
を
負
っ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
（
大
分
県
史
料
三
一
一
一
）

⑨
高
麗
陣
着
到

「
同
義
統
ノ
代
二
朝
鮮
征
伐
ノ
節
ノ
到
着
表
ノ
中
、
高
崎
隼
人
佐
ア
ル
ヲ

見
レ
バ
、
」
文
禄
元
年
（
一
五
九
一
一
）
三
月
十
二
日
の
こ
と
。
（
維
城
雑

誌
・
大
友
氏
城
祉
）
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合
弐
段
者
在
坪
阿
南
庄
之
内
、
高
崎
村
畑
分
由
原
下
馬
林
道
越

（
以
下
略
）
」
（
大
分
県
史
料
九
）

⑤
康
正
三
年
（
一
四
五
七
）
正
月
十
七
日
、
高
崎
親
治
が
狭
間
村
北
方
内
龍

原
角
屋
敷
土
貢
六
貫
三
百
分
の
在
所
を
小
野
三
郎
に
預
け
て
い
る
（
小
野

信
夫
文
書
）

「
狭
間
村
北
方
内
龍
原
角
屋
敷
土
貢
六
貫
参
百
分

在
所
事
、
預
置
候
、
任
先
例
可
有
知
行
候
恐
々
謹
言

康
正
三
年
正
月
十
七
日

親
治
（
花
押
）

小
野
三
郎
殿
」

こ
の
記
事
に
つ
い
て
庄
内
町
誌
は
「
北
方
内
龍
原
角
屋
敷
土
貢
（
田
租
）

六
貫
三
百
文
分
の
在
所
が
、
高
崎
親
治
か
ら
小
野
三
郎
に
与
え
ら
れ
て
い

る
の
で
、
少
な
く
と
も
龍
原
地
区
を
含
む
所
領
は
大
友
親
雄
の
手
を
離
れ
、

高
崎
氏
が
知
行
す
る
地
区
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
」
と
記
し

て
い
る
。
ま
た
挟
間
町
誌
は
「
高
崎
親
治
は
棟
治
の
子
で
あ
る
か
」
と
親

子
関
係
を
推
量
し
て
い
る
。

⑥
義
鎮
暗
殺
計
画

天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
正
月
四
日
、
一
万
田
弾
正
忠
鑑
相
父
子
お

よ
び
鑑
相
の
弟
宗
像
民
部
少
輔
鑑
久
と
高
崎
一
類
が
上
意
と
し
て
賀
来
民

部
・
同
将
監
兄
弟
に
よ
っ
て
生
害
さ
れ
た
。
賀
来
民
部
も
重
傷
を
負
い
死

ん
だ
。
ま
た
義
鎮
に
は
伯
父
に
当
た
る
服
部
右
京
太
夫
も
山
下
二
郎
左
衛

門
に
よ
っ
て
生
害
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
義
鎮
に
対
し
て
謀
反
を
企
ん
だ
と

い
う
理
由
で
あ
っ
た
。
宇
佐
到
津
文
書
に
よ
れ
ば

「
一
同
四
日
辛
亥
、
於
豊
後
符
中
、
為
上
意
一
万
田
弾
正
忠
父
子
を
、
賀



（
余
録
・
光
西
寺
と
高
崎
氏
）

先
年
刊
行
さ
れ
た
「
光
西
寺
史
」
に
よ
れ
ば
、
光
西
寺
に
伝
わ
る
「
年
代

記
」
に
、
「
開
祖
円
信
は
、
大
友
一
族
の
高
崎
播
磨
守
著
景
の
三
男
で
、
長
兄

に
万
寿
寺
住
職
の
天
用
が
い
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
父
著
景
は
永
享
年
間

（
一
四
二
九
～
四
○
）
に
謹
言
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
、
難
を
の
が
れ
た
母
親
は
密

か
に
京
都
へ
上
り
蓮
如
上
人
と
出
会
っ
て
門
徒
と
な
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
当
時
身
重
で
あ
っ
た
母
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
円
信
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
永
享
十
一
年
（
一
四
三
九
）
京
都
で
生
ま
れ
た
円
信
は
、
後
に
本
国
に

帰
っ
て
一
堂
を
建
立
す
る
こ
と
を
蓮
如
上
人
に
約
束
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

中
興
記
」
で
あ
る
。

高
崎
氏
は
、
高
崎
の
領
主
と
し
て
長
い
間
こ
の
地
を
支
配
し
て
き
た
が
、
高

崎
氏
に
関
る
史
跡
や
、
記
念
と
な
る
も
の
が
何
一
つ
残
さ
れ
て
い
な
い
。
又
言

い
伝
え
等
も
な
い
こ
と
は
何
と
も
不
思
議
で
あ
る
。
唯
一
の
史
料
が
「
吉
祥
山

光
西
寺
の
創
建
年
代
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
夫

（
一
四
四
四
～
八
九
）
の
事
と
し
か
わ
か
ら
な
い
が
、

明
年
間
（
一
四
六
九
～
八
六
）
の
頃
と
さ
れ
て
い
る
。

高
崎
氏
は
、
高
崎
の
領
主
と
し
て
長
い
間
こ
の
地
圭

い
ま
す
」

大
友
親
繁
の
守
護
在
職
中

》
、
豊
後
国
志
に
よ
る
と
文

2６

⑩
石
垣
原
の
戦
い
で
大
友
義
統
軍
に
参
戦
し
た
高
崎
氏
は
、
一
万
田
氏
と
共

に
敗
戦
後
竹
田
岡
城
近
く
の
挟
田
村
に
帰
農
し
た
。
高
崎
林
治
氏
（
横
浜

在
住
）
の
ご
研
究
に
よ
れ
ば
、
幕
末
勤
王
派
の
志
士
と
し
て
活
躍
し
た
高

崎
善
右
衛
門
（
岡
藩
士
）
の
墓
が
竹
田
市
玉
来
に
あ
る
が
、
先
祖
は
大
友

家
臣
高
崎
隼
人
と
墓
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
豊
後
高
崎
氏
の
系

譜
は
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。


